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【背景】糖尿病や肥満は神経変性疾患や精神疾患と関連しているとの報告が年々増加して

いる。肥満・2 型糖尿病モデルである SDT fatty ラットは腎症，網膜症，末梢神経障害とい

った糖尿病合併症の解析が進んでいる一方で，中枢神経系に関する検討はこれまでほとん

ど行われていなかった。そこで本研究では雌雄の SDT fatty ラットの脳の病態生理学的な特

徴について検討した。【方法】雌雄の SD ラット，SDT ラット及び SDT fatty ラットの脳を

58 週齢時に採取し，海馬の細胞数，脳皮質厚の測定及び全脳の mRNA 解析を行った。【結

果・考察】雄の SDT fatty ラットでは脳皮質厚の減少，海馬細胞数の減少，炎症関連 mRNA

の増加が認められた。雌の SDT fatty ラットでは雄よりも変化は軽微であったが，海馬細胞

数の減少及び炎症関連 mRNA の増加が認められた。雌の SDT fatty ラットのみの検討で歯

状回領域の Glial fibrillary acidic protein（GFAP）陽性率の低下が認められた。雌雄差は認

められるものの，肥満や糖尿病が伴う SDT fatty ラットの脳では，炎症を伴う中枢神経障害

を示す可能性が示唆された。 


